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済
生
会
栗
橋
病
院
移
転 

 

理
事
会
の
内
容
・
現
在
の
施
設
活
用
は 

問 

済
生
会
栗
橋
病
院
の
移
転
は
「
埼
玉
県

支
部
理
事
会
で
決
定
」
す
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
11
月
９
日
開
催
さ
れ
た
支
部
理

事
会
の
内
容
は
ど
う
で
し
た
か
。 

答 

加
須
市
に
移
転
す
る
が
、
栗
橋
病
院
の

医
療
提
供
を
引
き
続
き
検
討
す
る
案
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
市
長
は
基
本
構
想
案
に
病

院
側
と
努
力
し
て
い
く
旨
の
発
言
を
し
て

い
ま
す
。 

問 

現
在
地
の
医
療
資
源
を
活
用
し
、
外
来

診
療
な
ど
必
ず
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
再
整
備
の
選
択
肢
は
ど
の
よ
う
な
案

が
あ
る
の
で
す
か
。 

答 

済
生
会
栗
橋
病
院
長
か
ら
は
、
19
床
以

下
の
ベ
ッ
ド
数
を
持
つ
診
療
所
で
一
次
的

な
救
急
は
担
え
る
。
そ
の
可
能
性
を
考
え

て
い
く
と
の
話
が
出
て
い
ま
す
。 

  

 

 

済
生
会
栗
橋
病
院
の
病
棟
活
用
し
医
療
施
設
を
！ 

 

問 

新
た
な
病
院
の
機
能
を
始
め
る
に
当

た
り
支
援
し
て
い
く
の
で
す
か
。 

答 

支
援
に
つ
い
て
は
、
初
期
投
資
に
ど
の

ぐ
ら
い
か
か
る
か
な
ど
検
討
し
ま
す
。 

栗
橋
病
院
を
視
察
し
た
結
果
は 

問 

担
当
課
で
栗
橋
病
院
の
施
設
を
視
察

し
ま
し
た
。
結
果
は
ど
う
で
し
た
か
。 

答 

屋
上
・
本
館
・
東
館
・
救
急
セ
ン
タ
ー

な
ど
適
宜
改
修
さ
れ
、
当
面
は
医
療
機
能

を
維
持
で
き
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。 

「
か
か
り
つ
け
医
」
が
少
な
い
支
援
を 

問 

栗
橋
地
区
で
は
「
か
か
り
つ
け
医
」
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
開
院
に
向
け
、
医
師

会
と
連
携
し
必
要
な
施
策
を
す
べ
き
で
す
。 

答 
平
成
30
年
10
月
１
日
現
在
、
市
内
の
開

業
医
、
診
療
所
は
63
箇
所
。
地
区
ご
と
の

医
療
機
関
の
開
業
状
況
に
は
偏
り
が
あ
り
、

現
在
開
業
し
て
い
る
医
療
機
関
も
医
師
の

高
齢
化
や
後
継
者
な
ど
の
問
題
に
よ
り
、
今

後
廃
院
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

久

喜
市
医
師
会
と
連
携
を
図
り
、
状
況
の
把
握

に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 

ボ
ー
ト
ピ
ア
の
基
金
活
用
を 

問 

久
喜
市
に
は
「
ボ
ー
ト
ピ
ア
栗
橋
」
か
ら

の
寄
附
金
が
あ
り
、
こ
れ
も
活
用
し
「
か
か

り
つ
け
医
」
を
増
や
す
、
結
果
が
出
る
施
策

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

答 

か
か
り
つ
け
医
の
先
生
は
身
近
で
あ
り
、

病
気
の
初
期
治
療
を
担
う
先
生
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
を
我
々
も
懇
願
し
て
い
ま
す
。

医
師
会
の
先
生
方
と
も
連
携
を
と
り
な
が

ら
情
報
の
把
握
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 
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久
喜
市
は
合
併
し
て
今
年
10
年
目
を
迎

え
ま
す
。
合
併
す
れ
ば
旧
久
喜
市
内
を
走
っ

て
い
る
「
循
環
バ
ス
」
が
、
栗
橋
地
域
で
も

走
る
の
で
は
と
、
期
待
し
た
方
も
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

実
証
実
験
後
を
延
長 

久
喜
市
は
、
旧
久
喜
市
内
の
み
を
走
る
「
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
実
証
実
験
」
を
２
０
２
０

年
３
月
31
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。
利
用
の
仕

方
も
、
直
前
に
電
話
申
し
込
み
が
可
能
に
。

久
喜
市
全
体
の
公
共
交
通
見
直
し
も
先
送
り

と
な
り
ま
し
た
。 

栗
橋
地
域
に
も
循
環
バ
ス
の
声
を 

 

栗
橋
地
域
は
人
口
密
度
が
低
い
こ
と
か
ら

「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
に
し
た
と
い
い
ま
す
。

私
は
栗
橋
地
域
に
も
人
口
密
度
の
高
い
エ
リ

ア
は
あ
る
。
走
ら
せ
る
べ
き
と
質
問
。
し
か

し
、
答
弁
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

デ
マ
ン
ド
交
通(

く
き
ま
る)

は 

タ
ク
シ
ー
車
輌
を
活
用
し 

使
い
や
す
く 

必
ず
予
約
が
と
れ
、
100
円
で
目
的
地
ま
で

行
け
る
。
そ
ん
な
デ
マ
ン
ド
「
く
き
ま
る
」

に
す
べ
き
で
す
。
台
数
を
増
や
せ
ば
予
約
が

取
れ
な
い
問
題
は
、
す
ぐ
解
決
し
ま
す
。 

 

タ
ク
シ
ー
車
輌
を
活
用
す
れ
ば
事
業
者
も
利

益
が
出
ま
す
。「
く
き
ま
る
」
の
場
合
、
経
費

の
80

%
が
国
か
ら
特
別
交
付
税
と
し
て
、
交

付
さ
れ
る
事
業
。
運
賃
を
100
円
に
し
て
、
気

軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。 

埼
玉
県
鳩
山
町
は
100
円
で
実
施
中
で
す
。 

健
康
寿
命
が
伸
び
て
元
気
な
街
に 

み
ん
な
が
出
か
け
て
元
気
な
街
に
な
れ

ば
、
認
知
症
に
な
ら
ず
、
健
康
寿
命
が
伸
び

る
こ
と
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

地域医療支援病院 済生会栗橋病院 

一般 305床を加須市へ 19床は残る 

 

 

11
月
議
会 

一
般
質
問 

現
在
地
に
て 

外
来
診
療
・
救
急
外
来
を 

 

気軽に利用できる公共交通網を  

栗
橋
小
学
校
の
学
校
給
食 

埼
玉
県 

自
由
献
立
部
門
で
一
位
に
！ 

市民が出かけ 
元気な街に 

子
育
て
支
援
と
し
て
、
学
校
給
食
費
を
無

償
に
す
べ
き
と
、
予
算
の
修
正
案
を
出
す
な

ど
、
党
議
員
団
は
提
案
し
続
け
て
来
ま
し

た
。
そ
の
結
果
こ
の
11
月
議
会
で
２
０
１
９

年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

小
学
校
、
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の
、

小
学
部
及
び
中
学
部
に
在
籍
し
、
児
童
生
徒

が
３
人
以
上
い
る
保
護
者
を
対
象
に
、
３
人

目
以
降
の
学
校
給
食
費
が
無
料
に
な
り
ま

す
。 給

付
の
仕
方
は
、
保
護
者
が
い
っ
た
ん
納

付
し
、
そ
の
後
１０
月
と
次
年
度
３
月
に
保
護

者
が
指
定
す
る
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。 

対
象
と
な
る
児
童
数
は
２
８
６
人
、
１
４

０
０
万
円
の
予
算
で
す
。 

党
議
員
団
は
２
人
目
以
降
も
対
象
に
す

べ
き
と
求
め
て
来
ま
し
た
。
今
、
全
国
で
は

学
校
給
食
の
無
料
化
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

第
３
子
か
ら 

給
食
費
が
無
料
に 

 

 

地元の声を一番大切に 

自校方式だからこその１位だと思いま

す。大規模センター建設に合わせるこ

となく、良いものは長く続けるべきで

す。自校方式給食の継続を求めます。 

mailto:ishida00@apricot.ocn.ne.jp
http://www.illust-ai.com/single.php?c=00000266


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

日
本
共
産
党
は
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
を
下
げ
る

た
め
に
ど
う
す
れ
ば
下
げ
ら
れ
る
か
。
財
源
も
含

め
て
具
体
的
な
政
策
を
発
表
し
ま
し
た
。 

所
得
は
低
い
の
に 

保
険
料
は
い
ち
ば
ん
高
い
。
国
保
税
！ 

健
康
保
険
料
は
加
入
し
て
い
る
保
険
組
合
に
よ

っ
て
違
い
ま
す
。
例
え
ば
「
協
会
け
ん
ぱ
加
入
者
」 

年
収
400
万
円
家
族
４
人
の
場
合
19.8
万
円
で
す

が
、
国
保
加
入
だ
と
42.6
万
円
。
２
倍
以
上
の
格
差

で
す
。 

こ
の
25
年
間
で
国
保
税
は
一
人
あ
た
り
6.5
万

円
か
ら
9.4
万
円
に
。
一
方
、
所
得
は
276
万
円
か

ら
138
万
円
に
下
が
っ
て
い
ま
す
。
国
保
に
は
、
退

職
後
必
ず
加
入
し
、
国
民
の
４
人
に
１
人
が
加
入
、

社
会
の
公
平
性
か
ら
見
て
も
正
す
べ
き
で
す
。 

全
国
知
事
会
か
ら
も
国
に
要
望
中 

協
会
健
保
な
み
に
引
き
下
げ
る
財
源
は
あ
る 

全
国
知
事
会
で
も
、
是
正
す
る
た
め
国
に
対
し

１
兆
円
を
要
求
し
て
い
ま
す
。
財
源
は
、
株
の
配

当
金
に
対
す
る
税
率
を
欧
米
並
み
の
30

%
に
す

れ
ば
、
こ
れ
だ
け
で
1.2
兆
円
生
ま
れ
ま
す
。 

高
い
一
番
の
要
因
は
均
等
割 

「
均
等
割
」
と
い
う
保
険
料
の
算
定
方
法
は 

国
保
だ
け
で
す
。
こ
れ
を
き
っ
ぱ
り
廃
止
し
ま
す
。 

ま
ず
「
子
ど
も
の
均
等
割
」
引
き
下
げ
を
提
案 

議
員
団
で
は
、
ま
ず
「
子
ど
も
の
均
等
割
分
廃

止
」
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ

る
と
国
保
税
が
上
が
る
。
こ
れ
で
は
子
育
て
支
援

に
逆
行
し
て
い
ま
す
。 

違
い
が
あ
っ
て
も
協
力
は
可
能 

立
場
の
違
い
や
社
会
保
障
政
策
の
違
い
が
あ
っ

て
も
、
社
会
の
不
公
正
を
正
す
。
知
恵
を
出
し
合

う
こ
と
は
可
能
で
す
。
共
産
党
は
そ
の
た
め
に
力

を
尽
く
し
ま
す
。 

パイプを埋め込み、水抜きを

実施、地盤に影響を与えない

よう、少しずつ水を抜き検証

しながら進めて来ました。 

ほぼ目標値まで地下水位が

低下し、国からの指示もあ

り、地下水の動きを常時モニ

タリングしています。 

心配された、地盤沈下も水

平に沈下しつつあります。 

地下水の計測は、東京湾と地

表から両方を計測中です。 

佐
間
・
八
甫
を
つ
な
ぐ
道
路 

進
捗
状
況
・
完
成
は 

 

高すぎる国保税！引き下げる為に立場の違いを越えて 

幸手市・杉戸町のごみも一緒に燃やしてほしい 

久喜市は、現在3箇所で焼却している焼却場を、菖蒲

清掃センターに集約する計画です。新市長誕生後、「幸
手市・杉戸町のゴミも久喜市で焼却を」との要請を受

け、久喜市は「検討し12月末までに結論を出す」とし

ていました。ところが「検討を延長したい」市長の口
からは今年３月末ぐらいまでとの説明です。 

ゴミ処理「受託事業」はきっぱり断念を 

市が、焼却施設拡大の説明 
を地権者の方や、排煙など環 

境の影響を受ける方に説明し 

たのは11月末が最初です。地 
域の方は、話が違う、建設拡 

大は反対、疑問、拙速に進め 

ないでほしい、などの声が出 

ています。 

メリットに固執せず、「関係する地元の理解得ること

なしには進めない。期限は12月末まで」としたことを

踏まえ、きっぱり断念すべきです。 

液状化対策 

地下水位低下工法とは 

地下水位を表土から地下

３メートルぐらいまで低

下させ、地下で液状化が

起きても地表に影響を与

えないようにする技法
法。 

  

南栗橋 液状化対策事業 

 

暮
し
を
守
れ 

高
す
ぎ
る
国
保
税
は
引
き
下
げ
を 

日本共産党議員団が 提出した 

消費税増税中止を求める意見書 否決 

南栗橋 10丁目付近、凸凹の道路が修復

された道路。 (2019.1月撮影) 

地盤が落ち着いた頃、再度舗装します。  

生活道路の環境整備促進を 

 

東
鷲
宮
方
面
か
ら
栗
橋
に
向
か
っ
て
走
る

道
路
、
佐
間
・
八
甫
線
は
、
旧
栗
橋
町
の
時

代
か
ら
早
期
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
来
ま
し

た
。
道
路
が
狭
く
、
車
輌
が
交
差
す
る
度
に

「
ひ
や
っ
」
と
す
る
道
路
で
す
。 

２
０
１
８
年
度
、
土
地
の
買
収
が
終
了
。 

既
存
の
道
路
を
、
可
能
な
場
所
か
ら
拡
幅

し
な
が
ら
進
め
、
幸
手
方
面
、
国
道
４
号
に

向
か
う
道
路
と
の
接
続
は
、
十
字
路
に
し
て

信
号
を
つ
け
る
予
定
で
す
。 

現
在
警
察
と
も
協
議
中
で
、
使
用
開
始
は

当
初
予
定
よ
り
遅
れ
、
２
０
２
１
年
度
予
定

で
す
。
早
期
の
整
備
を
求
め
て
行
き
ま
す
。 

党議員団は、「消費税増税中止を

求める意見書」を提出しました。結

果は８名のみの賛成で否決。 

消費税の増税は「高齢化社会が進

み、社会保障費が増加する。後世に

負担させるわけにはいかない。増税

分は社会保障に使う。」と言われ続

けて来ました。しかし実際は、年金

が削られ、医療費の負担が増し、そ

の一方法人税の減税が進みました。 

前回消費税増税以降、個人消費は減  

り続けています。これ以上の増税

は暮らしを直撃し、８%へ増税し

た時のように消費不況になりま

す。絶対中止すべきです。 

消費税増税に頼らない道がある 

消費税増税に頼らなくても財源は

あります。法人税の減税によって

内部留保が増え続け 420 兆円以

上。株の売買で巨額の利益を得て

いる富裕層。ここから財源を生み

出すことこそ、政治の責任です。 

地下にパイプを埋め込み道路が凸凹

に 

 

交
差
点
と
な
る
部
分
の
工
事
状
況 

国
の
補
助
金
を
活
用
し
進
め
て
い
る
。 

対策の進捗状況はどうか 

増税するなら富裕層や大企業に応分の負担を 

 

 

現在の菖蒲清掃センター 



 


